
令和３年２月２２日（月）～令和３年２月２８日（日）〔令和３年第８週〕の感染症発生状況 

第８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．６９人と前週（２．０３人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．５３人と前週（０．６４人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．２５人と前週（０．４７人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

   

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第８週報告数第２位 

第８週報告数第１位 
新型コロナウイルス感染症の報告数を再増加させないために！ 
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（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 新型コロナウイルス感染症の報告数は、首都圏を中心に昨年１１月以降急増
し、１月上旬をピークに急激に減少しましたが、２月以降は横ばいとなり、さ
らなる減少はみられていません。 
 川崎市においても同様の傾向であり、２月中旬以降は連日２０件前後の報告
が続いています。 
 再び増加に転じることがないように、マスクの着用や手指衛生を今一度見直
し、人混みを避けるなどの感染対策を再度徹底しましょう。 

患
者 

全国における新型コロナウイルス感染症の確定日別新規陽性者数 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の確定日別新規陽性者数

令和３年３月１日１４時時点の HER-SYS データより作成 

感染を拡げないための対策 

マスクの着用 

３密の回避 

手洗い・手指消毒 

テレワークの推奨 

会食の際は人と人との間隔をあけ、短時間で 


